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４月２９日、東京・日比谷公園で連合主催のメーデー中央大会が開催さ

れ、２６，３００人（主催者発表）もの労働者が結集しました。貨物労組も

労連やＪＲ総連の仲間と共に参加し、今後の労働運動の発展を目指して

いく決意の元、「がんばろう！」の声を上げてきました。 

メーデーとは、年に一度開催

される「労働者の祭典」です。最

初のメーデーは１８８６年の５月

１日にアメリカの労働者がシカ

ゴで行なわれました。この動きが

世界中の労働組合に広まり、１

８９０年５月１日には第１回国

際メーデーが世界各地で開催さ

れました。日本においても１９２

０年５月２日に第１回メーデーが開催され、第二次世界大戦中は政府によ

り禁止されましたが、戦後に労働組合の活動が再開されるに従って再び開

催されるようになり、現在に至るまで日本の労働者の地位と労働条件の

向上や権利の拡大、そして民主主義の発展や平和を訴える場としてその

役割を担っています。 

メーデーは東京だけでなく全国各地で開催されており、各地方の貨物労

組の仲間が参加しています。青年部員の皆さんも一度メーデーに結集して、

我々労働者を取り巻く現状について知り、皆で声を上げていきましょ

う！！ 

 


